
（
一
）

明
治
三
年
日
本
政
府
は
、
岩
佐
純
、
相
良
知
安
の
進
言
を
容
れ
て
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
を
決
定
し
、
プ
ロ
シ
ャ
政
府
に
二
名
の
教
師
派
遣
を

要
請
し
た
。
・
フ
ロ
シ
ャ
政
府
は
ま
ず
陸
軍
軍
医
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
派
遣
を
決
定
、
さ
ら
に
ミ
ュ
ラ
ー
の
推
薦
に
よ
り
海
軍
軍
医
テ
オ

（
一
一
）
（
一
二
）

ド
ル
・
ホ
フ
マ
ン
を
決
定
し
た
。
二
人
の
着
任
は
普
仏
戦
争
の
た
め
一
年
遅
れ
て
明
治
四
年
八
月
と
な
っ
た
。

ミ
ュ
ラ
ー
は
全
権
を
委
任
さ
れ
て
東
京
医
学
校
の
創
建
に
あ
た
っ
た
。
彼
は
そ
の
三
年
間
の
体
験
を
ま
と
め
て
、
一
八
七
六
年
（
明
九
）
七

（
四
）
（
五
）

月
プ
ロ
シ
ャ
政
府
宛
に
報
告
し
た
。
こ
の
報
告
は
入
沢
達
吉
に
よ
っ
て
ご
く
短
く
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
原
文
の
所
在
は
不
明
で
あ
っ

い
為
ノ
。

（
七
）
（
八
）

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
ロ
ロ
閃
）
の
寒
村
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
国
立
文
言
館
に
お
い
て
、
明
治
初
年
の
両
国
政
府
の

（
九
）

交
換
文
書
、
ミ
ュ
ラ
ー
の
報
告
書
、
さ
ら
に
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
報
告
書
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
ド
イ
ツ
医
学
導
入
の
経
緯
や
、
ド

イ
ツ
人
医
師
の
貢
献
の
事
実
が
客
観
的
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
再
び
ロ
ロ
弱
の
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
を
訪
れ
た
際
、
一
八
八
三
年
三
月
二
日
付
の
東
京
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
の
〃
日
本
に
お

（
一
○
）

け
る
ド
イ
ツ
の
科
学
・
文
化
の
導
入
と
そ
の
成
果
″
と
題
す
る
報
告
が
見
つ
か
っ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
の
報
告
書
は
冒
頭
か
ら
お
ど
ろ
く
ほ
ど
厳
し

（
老
ハ
）

戸
－
０

ナ
ハ

．
（
一
ハ
）

『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
「
明
治
五
、
六
年
ま
で
の
実
況
を
示
す
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
」
入
沢
の
小
文
が
唯
一
の
資
料
で
あ
る
と

明
治
期
来
日
ド
ィ
ヅ
人
医
師
の
貢
献

鹿
子
木
敏
範
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批
判
し
て
い
る
。

明
治
四
年
以
来
、
戦
前
の
医
学
教
育
は
ド
イ
ツ
医
学
が
主
流
で
あ
り
、
教
科
書
も
ド
イ
ツ
の
原
典
か
訳
書
を
使
用
し
て
い
た
。
上
述
の
資
料

は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
一
端
を
大
学
の
刊
行
物
に
紹
介
し
た
だ
け
で
あ
る
。
今
回
初
め
て
資
料
を
ま
と
め
て
、
公
式
に
報
告
し
た
い
と
思
う
。

い
批
判
で
貫
か
れ
て
い
る
が
、
公
使
の
報
告
も
、
文
部
省
や
大
学
が
外
人
教
師
を
急
速
に
日
本
人
教
師
と
交
代
さ
せ
る
方
針
に
つ
い
て
率
直
に

注
ｅ
）
ロ
⑦
員
駕
胃
口
①
目
○
寄
色
房
呂
⑦
宛
名
巨
匡
詩

（
〈
）
Ｎ
の
口
時
呉
①
唾
の
国
色
岳
四
門
ｇ
］
ご
戸
角
①
厨
の
ヴ
ロ
『
頤

究
）
シ
ロ
置
鴨
園
巨
国
①
昌
○
胃
ｚ
９
再
認

宍
）
通
史
一
、
二
四
四
頁

全
）
入
沢
達
吉
「
レ
ォ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
ー
本
邦
医
育
制
度
の
創
定
者
Ｉ
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
○
○
号
（
昭
和
八
年
）
『
東
京
大
学
五
十

年
史
』
（
昭
七
）
も
、
同
『
百
年
史
』
（
昭
和
五
八
年
）
も
、
酒
井
シ
ズ
『
日
本
の
医
療
史
』
（
昭
五
七
年
）
も
入
沢
の
小
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
一
）
明
治
三
年
二
月
十
四
日
（
一
八
七
○
、
三
、
十
五
）
、
日
本
政
府
は
北
ド
イ
ツ
連
邦
公
使
フ
ォ
ン
．
、
プ
ラ
ン
ト
と
「
定
約
」
を
締
結
し
、
「
一
等
の

医
者
は
東
京
医
学
校
教
師
頭
取
」
と
な
り
、
「
日
本
の
医
者
は
決
し
て
両
人
の
上
に
立
つ
べ
か
ら
ず
」
と
決
め
た
。
た
だ
し
相
良
知
安
の
目
標
は
西
洋

医
学
の
追
従
で
は
な
く
、
「
十
年
ノ
後
必
ズ
彼
邦
ノ
人
ヲ
入
レ
ズ
、
亦
彼
ノ
書
ヲ
用
ヒ
ズ
シ
テ
医
道
独
立
」
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
が
の

ち
に
文
部
当
局
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
Ｆ
の
○
℃
○
丘
国
．
。
．
》
角
屋
庁
旬
と
弓
彦
①
Ｏ
Ｑ
ｏ
司
国
．
国
○
卸
国
閏
旨

全
）
二
人
は
一
八
七
一
年
六
月
八
日
ベ
ル
リ
ン
を
出
立
、
、
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
経
て
、
八
月
二
十
三

日
横
浜
に
到
着
し
た
。
（
『
東
京
大
学
百
年
史
』
二
四
三
頁
に
は
「
実
際
に
来
日
し
た
の
は
明
治
四
年
七
月
八
日
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
旧
暦

の
日
付
で
あ
る
。
）
台
風
の
た
め
上
陸
が
遅
れ
、
八
月
二
十
五
日
こ
れ
ま
で
の
医
学
校
長
岩
佐
純
の
表
敬
を
受
け
た
。
二
十
九
日
に
寺
島
外
務
大
輔
、

右
大
臣
岩
倉
具
視
卿
に
面
接
し
、
さ
ら
に
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
て
い
る
。

倉
）
国
①
風
。
胃
号
、
属
ｑ
昌
顕
胃
胃
目
○
席
『
ｌ
陣
四
宮
胃
貝
＄
｝
厨
司
侭
一
回
鵠
①
ロ
『
・
旨
毎
斤
門
口
耳
Ｈ
ｇ
①
⑦
昌
口
旦
匡
目
頭
①
冒
国
目
＆
亘
昌
、
号
‐
の
三
目
品
詩
＆
①
目

シ
宍
秒
Ｑ
の
日
尉
旨
喝
の
ｇ
ｏ
（
］
ｐ
己
秒
。
）
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ｚ
ｏ
毎
Ｎ
の
邑
回
房
月
日
国
①
己
ｏ
胃
号
酌
己
司
．
の
号
昌
冒
①
働
冨
制
島
の
国
昌
量
の
産
昌
祠
一
号
門
‐
昌
且
冨
凰
堕
呂
①
昌
少
百
号
門
凰
①
圏
巨
局
○
霞
○
旨
号
吋
園
の
】
再

ぐ
○
日
』
秒
目
Ｐ
胃
岳
計
互
い
○
胃
○
冨
司
屍
司
．

（
一
ｓ
〆
昌
酌
①
島
３
号
巨
厨
ｏ
胃
⑦
⑦
闇
己
身
吻
ｏ
彦
呉
［
冒
目
○
画
○
輩
弓
○
国
○
Ｑ
①
冒
噌
．
一
昌
普
・
圃
昂
笛

（
尚
綱
大
学
教
授
・
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）
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